
特殊紙バッグの設計
プレゼンテーション重視のバッグシステムを設計・仕様化し、

調達するための技術仕様書

ハンドル補強パッチ
//仕様:120 GSM KRAFT

ハンドル垂れ:100MM

高さ:350NM

折り込みマチ//
奥行き:150MM

幅:250MM
マチ:150MM

REV:01// 状態:バイヤー調達概要



表面よりシステム

汎用品アプローチ 特殊仕様アプローチ

ハンドル:
隠し留めによる
補強リボン
仕様

特徴的な
紙表面、
装飾ディ
テール、
専用構造、
高度な仕上げを
一つの
小売体験へ
統合します。

表面:
高級
テクスチャー紙、
250gsm、部分
UV仕上げ

構造:
補強底、
二重折り、
高い
引張強度

（「プレゼンテーション重視のバッグシステム」）（「紙にロゴを載せただけ」）

注記:「特殊」はデザインの方向性であり、固定された素材・性能仕様ではありません。



パッケージング・エコシステム・マトリクス

特殊
紙バッグ

硬質
ギフトボック
ス

標準
クラフトバッグ

配送箱

主な
機能

持ち運び用途 配送/輸送持ち運び+プレゼンテーション 硬質プレゼンテーション

構造の
複雑性

専用構造
&カスタム折り標準化 段ボール強度 厚手ボード

素材/
仕上げの
連携レビュー

生産
要件

手作業組立の
精度

圧壊試験への
適合

数量規模

基本的な実用性や硬質ギフト包装ではなく、具体的で専用設計の小売体験を提供する
手提げ袋が必要な場合は、「特殊紙バッグ」を選択してください。



ビジュアル目標の調整
控えめ //
触感と
非塗工紙らしさを重視

クラフト感 //
有機的な構造と
未加工の端部仕上げを
重視

ラグジュアリー志向 //
厚紙、高級ハンドル、
繊細なエンボス加工を
重視

季節仕様 //
機動的なアートワーク変更と
特徴的な装飾
ディテールを重視

グラフィック重視 //
鮮明な色再現のため
塗工面を
重視

選択したビジュアル目標により、用紙選定、
折り公差、ハンドルの取付方法、
印刷特性が根本的に変わります。



構造の各部と意思決定領域

ハンドルの形式と
取付方法
（リボン、ロープ、型抜き;
接着または結び）

上部処理と
開閉機構

マチ寸法
&継ぎ目公差

薄葉紙&インサートの
相互作用
（バッグが内部部材を
どう収容し、
ギフト箱を保護するか）

底形状と
補強



積載物が構造を決める

補強
底板

壊れやすい商品

重量物
紙の坪量を
増強

必須の
構造
レビュー

濡れた商品

専用ハンドル
補強

鋭利な角

内部保護
構造不規則な形状

警告: 特殊な外観だけで、持ち運びやコンプライアンス要件を自動的に満たすとは考えないでください。



仕上げは装飾だけではない

広いベタ印刷領域

リスク: 擦れ、被覆のばらつき

繊細な/テクスチャー面
リスク: 輸送中の色落ち

生産
リス
ク

エンボス風 / メタリック効果
リスク: 構造強度の低下、ひび割れ
折り目部分

細字と濃色被覆
リスク: 見当ずれ、
知覚品質の低下

高度に仕上げた表面は、
非塗工の汎用バッグに比べ、
アートワークと校正に関する
厳密な協議が必要です。

視覚的複雑性



2Dから3Dへの設計図

保護対象ハンドル領域
（ロゴをパンチ穴や
補強部から離す）

テクスチャー方向
（ひび割れ防止のため紙目を
折り目に合わせる）

仕上げ位置合わせ
（連続パターンには
正確な見当
公差が必要）継ぎ目位置

（接着領域に重要な
グラフィックを置かない）



アートワークと仕様の入力情報

完全に編集可能なベクターロゴを支給し、重要な
ロゴ拡縮を明示してください。

ベクター素材

前面、背面、側面、底面、上部折り返しパネルに割り当てた
高解像度画像。

印刷ファイル

正確なブランドカラー基準、正確な法定表記、
拡縮可能なバーコード。ブランドとコピー

手触りや仕上げが重要な場合は、視覚サンプルを
提供してください。現物見本

重要な表面、素材、コンプライアンス要件は、リリース前に
サンプル/試験レビューが必要です。試験要件



持ち運びのライフサイクル

倉庫
&梱包

持ち運びの過程
&保管

小売
カウンター

仕上げ面に保護用の
仕切りがない場合、
表面の擦れやインク移りの
リスクがあります。

薄葉紙、インサート、
商品収納との
相互作用。
組立の容易さ。

環境条件への露出;
購入後の棚上での印象と
ブランドの
定着。

最終的に素材を決定する前に、想定される持ち運び過程を評価してください。



物流、梱包、保護

表面の分離
（繊細な仕上げを保護する
間紙）

店舗対応済み束梱包
（店舗で迅速に展開できる
数量確認済みパック）

保護包装とSKUラベル
（倉庫での正確な追跡を確保）

品揃えロジック:

デザイン、サイズ、納品先の状況別に
数量を指定
季節版は定番アートワークと
明確に区別してください。



RFQ事前確認ダッシュボード

2.構造
寸法、
マチ、
ハンドル、
留め具を
指定

6.物流
SKU、
納品先、
梱包ロジックを
確認

7.検証
素材、
印刷、
組立の
サンプルを
依頼

1.背景
商品、
小売用途、
持ち運び
条件を
定義

3.素材
紙の
質感と
仕上げ
基準を
特定

4.アートワーク
パネル配置、
ベクター、
色、
保護
領域を
設定

5.リスク
繊細な
仕上げ、
高濃度
印刷、
位置合わせ
を
明示

RFQ準備完了



最終調達原則

システム全体を調整する。

特殊バッグは素材、構造、視覚的仕上げを組み合わせた
一つのプロジェクトです。個別には調達できません。

サプライヤーレビューを求める。

最終的な技術・商務上の確約には、見積、アートワーク、素材の
厳密なレビューが必要です。

約束を実証する。

証明なしに視覚効果を約束しないでください。最終リリース前に、紙、印刷、
組立、サンプルの外観を確認してください。

注記: 本概要は在庫状況、価格、MoQ、納期、環境訴求を確約するものではありません。


